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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」 ～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

バックした軽乗用車にはねられ
高齢女性、病院に搬送 札幌市

◇バックは、とにかく「危険」、しっかり「安全確認」し、「ゆっくり」、「慎重」に ◇
◇まさか、人がいるとは思わなかった◇

◇まさか、人がいるのにバックしてくるとは思わなかった◇
２０２５／１／２３（木）

２３日午前８時半ごろ、札幌市東区で８０代女性がバックした軽乗用車にはねられ、病院に搬送され意識はあり会
話可能ですが、骨盤に痛みがあるということです。警察によりますと、現場は横断歩道や信号機のない道路上で
、軽乗用車が直線道路でバックして横断中の女性をはねたということです。警察は軽乗用車がバックした理由な
ど、事故当時の状況を調べています。

午前６時 横断歩道のない場所
男子高校生が車にはねられ、意識不明の重体
◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇

◇夜間、早朝は、歩行者を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／１／２２（水）
２２日午前６時半ごろ、愛知県の片側１車線の県道で、１７歳の男子高校生が乗用車にはねられ、頭を強く打ち、病

院に搬送されましたが、意識不明の重体だということです。乗用車を運転していた男性にけがはありませんでし
た。現場に横断歩道はなく、男子高校生は道路を渡ろうとしたとみられていて、警察が調べています。

午後１０時 赤信号をわざと無視して事故か？
大型トラックの運転手を危険運転致傷の疑いで逮捕

運転手は容疑を否認
◇黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」◇

◇交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する◇
２０２５／１／２２（水）

１５日午後１０時過ぎ、石川県の信号交差点で大型トラックと軽ワゴン車が衝突した事故で、警察は大型トラック
を運転していた運転手の男性（５１）を危険運転致傷の疑いで逮捕しました。容疑者は交差点で赤信号を無視して
直進し、交差点を右折していた軽ワゴン車と衝突する事故を起こした疑いです。軽ワゴン車を運転していた３０代
男性は腰の骨を折るなど大けがをしました。容疑者は警察の調べに対し「事故を起こしたことは間違いないが故
意に赤信号を無視したわけではない」と容疑を否認しています。警察は当時、大型トラックがどれくらいスピー
ドが出ていたかなど裏付け捜査を進めています。


